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１ 活動の目的等
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（１）地域活性化検討専門部会の目的
農や緑、環境を通じた地域の活性化や地産地消の推進につながるイベント等の実施や必要な
施設等の検討を行う。

（２）取組み方針と今年度の具体化施策

取組みの方針 計画 具体例

（1）
農と里山の体感

体感 見る・聴く・嗅ぐ

体を動かす

味わう

１）バスツアー

２）食農イベント

３）農業体験

（２）

地域資源の

発見・創造・育成

発見（地域資源を調べる・見つける）

想像（地域資源を創る）

育成（地域資源を育てる・発信する）

４）ウォーキングマップの作成支援

５）農と環境の情報ホームページ作成

（３）

地域・大学の協働

地域との協働

大学との協働

地域と大学との協働

６）菜の花プロジェクト

７）スイーツレシピづくり

８）(仮称)コミュニティ農園の検討
９）収穫祭連携イベント



２ 今年度の活動概要
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項 目 概要（ねらい等）

１）バスツアー 農と環境が体感できるバスツアーを開催

２）食農イベント 農と環境を考える、食農に関する夏休み親子体験イベント

３）農業体験 野菜の苗の植え付け体験、収穫体験、調理・食事体験

４）ウォーキングマップの作成支援 ウォーキングマップ作成にあたり、先行して市有地に関する啓発看板につ

いて、里地里山利活用専門部会と協働でワークショップを行い掲示する。

５）農と環境の情報ホームページ作成 麻生区ホームページにコンテンツを追加し、活動内容等のアップを行う

６）菜の花プロジェクト 菜の花から搾油した菜種油を用いて、地域内資源循環をアピールするプ

ロジェクト

７）スイーツレシピづくり 菜の花プロジェクトと明治大学生との連携した取組み。黒川野菜を使った

スイーツレシピづくり

８)(仮称)コミュニティ農園の検討 市民団体×農家×市民×明治大学生により、これまでの振り返りと今後

の取組みについてのワークショップを開催

９）収穫祭連携イベント 麻生区に立地する大学との連携イベント。明治大学収穫祭にて、禅寺丸柿

800周年関連イベント、コンサート、堀取り体験を開催



活動報告【(１)農と里山の体感】３
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1）バスツアー

目的：農と環境が体感できる場所をめぐるバスツアーを実施し、

区内にある地域資源を再発見する。

内容：コース１（麻生区役所→王禅寺処理センター→明大黒川

農場→柿生水力発電所→セレサモス→麻生区役所）（自

然エネルギー、最先端農業技術の見学）

農と環境が体感できるバスツアーの試行実施
開催日時：7月24日（木）9:00～15:00
参加者：8組（大人8名、子供11名）

参加者の声
・個人で入れない施設に入れた

・あることを知らない場所が多々あった

主催者意見 ・バス席の制限があり、対象者数の増加を図る

ことが難しい

第2回開催

時期：10月予定

内容：コース２（麻生区役所→山田土筆美術館→古沢菜花

圃場→早野があでんら・ら・ら→岡上柿園→セレサ

モス）：立ち寄り地での企画（地産地消について）

今後の予定



活動報告【(１)農と里山の体感】３
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２）食農イベント

麻生の農と環境を考える（食農）～夏休み親子体験教室～

①ダンボールコンポスト講習会

目的：２回の講座を通じて、家庭で資源循環について話し合い、

行動してもらうことを目的とする。

内容：夏休み自由研究用のダンボールコンポストの入門講座。コ

ンポストを使用して、家庭から出る生ごみを堆肥化するた

めの方法を学んでもらう。

→アフターフォロー講座

目的：アフターフォローを行うことで、資源循環に関する意識付

けを強化する。

内容：１カ月実践しての感想と、継続のためのアドバイスを行う。

開催日時：7月22日（火）10:00～12:00
開催場所：麻生区役所会議室
参加者：20組（大人20名、子ども26 名）

開催日時：8月21日（木）10:00～11:30
開催場所：麻生区役所会議室
参加者：15組（大人１５名、子ども１６名）

参加者の声
・今後生ごみリサイクル活動を継続したい

・子供主体の発表が良い

主催者意見 ・参加者の意欲にばらつきがあり、二回目の講

座では、５組の欠席がでた



活動報告【(１)農と里山の体感】３
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目的：子どもと一緒に麻生区産の野菜を使用したピザを作

りながら、ごみを少なくする工夫や生ごみの有効利

用、麻生区の農業資源について学んでもらうことを

目的とする。

内容：農の話と、麻生区（黒川）産の野菜を使用したエコ

クッキング〔調理実習～試食〕を実施。調理で出た

生ゴミはダンボールコンポストに使用。

②親子エコクッキング 開催日時：7月24日(木) 10:00～13:00
開催場所：麻生市民館調理室
参加者：１３組（大人１３名、子ども１７名）

参加者の声
・地場産野菜の知識やゴミを減らす事への関心

が高まった

・稲作体験をしてみたい。

主催者意見 ・料理室の定員の制約があり対象者数の増加を

図ることが難しい



活動報告【(１)農と里山の体感】３

- 9 -

目的：ダンボールコンポスト講習会、エコクッキングの参加者を

対象に実施。畑の見学を中心に行い、農産物の生産から販

売までを学んでもらうことを目的とする。

内容：大学連携によるグリーンツーリズムは、今年度初めての事

業。グリーンツーリズム（農地課職員とともに、ブルーベ

リー農園等の周辺散策）の後、明治大学黒川農場を見学。

農場で育てられている野菜の収穫体験を行う。セレサモス

の職員から、地産地消に関する説明を受け、セレサモスで

買い物後自由解散。

③明治大学黒川農場と連携したグリーンツーリズム 開催日時：8月4日(月)9:00～11:50

開催場所：明治大学黒川農場・セレサモス

参加対象：①・②参加者

参加者：８組（大人８名、子ども１２名）

参加者の声
・農場内の見学が楽しかった

・トマトが美味しかった

主催者意見 ・猛暑が原因で直前の参加辞退者が多数出た



３
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６）菜の花プロジェクト

麻生区産の菜種油を通じて地域内資源循環をＰＲ

目的：今年度は「農」「地域交流」「循環型資源」を念頭にモデル的な取り組みの1つとして、

菜の花栽培を通じて農を考える「菜の花プロジェクト」を行う。

内容：古沢の農家の方の協力を得て、遊休地や水路を使って菜の花を育て、菜種油を搾油し、

菜の花栽培を通じて農を考える取組み。

参加メンバー：農家、市民、市民団体（かえるプロ
ジェクト）、明治大学生
（41products・サラダボウル

活動報告【(３)地域・大学の協働】

平成26年下半期は、

黒川地区において

も明治大学黒川農

場の協力を得て活

動展開

黒川地区での取組

圃場検討地



３
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麻生産の菜種油を使って地場野菜を活かした

スイーツのレシピづくり

目的：麻生区産菜種油のＰＲの一環として、地元野菜と菜種油を用いたスイーツレシピ作りを行う。

また、大学と連携し、大学生との交流を設けながら、斬新なアイディアを取り入れていく。

内容：「菜の花プロジェクト」でつくられた菜種油で、黒川産野菜と組み合わせたスイーツのレシ

ピづくりを行う。明治大学の収穫祭では、ドーナツの試食会を行う。

参加メンバー：市民団体（かえるプロジェクト）、

明治大学生
７）スイーツレシピづくり

活動報告【(３)地域・大学の協働】

平成26年下半期は、

明大黒川農場収穫

祭において、麻生

産野菜を活用した

スイーツ試食会を

開催する予定

黒川地区での取組



３
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６）菜の花プロジェクト・７）スイーツレシピづくり

菜の花プロジェクト スイーツづくり

４
月

2013年度作付分の菜花満
開

５
月 スイーツづくり（第1回）

６
月

6/14～30
菜種刈り取りと選別作業
（述べ9日、29人が作業）
※総収穫量：32.8kg

6/25
スイーツづくり（第2回）
・ほうれん草パンケーキ
・カボチャドーナツ 他
・茄子の蒸しケーキ 他

７
月 2013年度作付分搾油。下旬

８
月

2014年度作付圃場の決定
2013年度産菜種油試食会

スイーツづくり（第3回）
協働者との試食会
※農園のメンバーへのス
イーツのお披露目会

（仮称）地域コミュニティ農園の検討（ワークショップ実施）
（参加者：農家・市民・かえるプロジェクト・学生）

【活動スケジュール】

菜の花プロジェクト スイーツレシピづくり

９月
（国産菜種の配布～10月）
親子料理教室（麻生産菜種
油を使用）

スイーツづくり（第4回）
学生人数：10名程度

１０
月
作付圃場の耕起、播種
学生人数：5名程度

スイーツづくり（第5回）
学生人数：10名程度

１１
月

除草作業、間引き作業、施
肥

学生人数：5名程度

黒川農場収穫祭
（来場者に対するドーナツス
イーツの試食会）

学生人数：10名程度

１２
月
除草作業（1回程度）

１月

２月 除草作業（2回程度）

２月
～
３月

年度内活動のまとめと翌年度意向の方向性検討

３月 除草作業（1回程度）
（生育状況調査） レシピ集の作成

成果のまとめ
8月2８日
中間報告

11月８日
報告

活動報告【(３)地域・大学の協働】(区全体での取組み)



８）(仮称)地域コミュニティ農園の検討
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目的：農地や遊休地等を活用し、地域活性化につなげてい

く事を目的に、（仮称）地域コミュニティ農園の検

討・試行に取り組んでいる。これまでの作業等を通

じて今後の取組みのアイデア等に関する意見交換、

また今回の活動を通じて、今後の（仮称）地域コ

ミュニティ農園のあり方に関するワークショップを

実施する。

■検討内容

テーマ１：これまでの作業で感じたこと等の意見交換

約5か月間の菜の花プロジェクトやスイー

ツづくりの活動の中で、良かった点、改善

点、あったらいい事についての意見交換を

行う。

テーマ２：今後の取組みに関する意見交換

これまでの活動結果を踏まえて、今後の課

題及び解決策についての意見交換を行う。

３

開催日時：8月28日（木） 13:40 15:30
対象者： 農家、市民、かえるプロジェクト、

明治大学生
開催場所：麻生市民館 料理室
参加人数：１８名

活動報告【（３）地域・大学の協働】(区全体での取組み)



活動報告【（３）地域・大学の協働】(区全体での取組み)３
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８）（仮称）コミュニティ農園の検討(参考)

6)菜の花プロジェクト

農家・学生・市民及び市民団体が協働で遊
休地や低未利用地を使って菜の花を育て、
菜種油を搾油し、菜の花栽培を通じて農を
考える取組み。

7)スイーツレシピづくり
「菜の花プロジェクト」でつくられた菜種油
を使い、学生と市民団体が地元でとれた野菜
と組み合わせスイーツのレシピづくりを行う。
明治大学の収穫祭では、ドーナツの試食会を
行う。

８)(仮称)地域コミュニティ農園の検討

菜の花プロジェクト及びスイーツレシピづくり
の参加者が今後の取組みのアイデア等に関する
意見交換、また今回の活動を通じて、今後の
（仮称）地域コミュニティ農園のあり方をワー
クショップで検討

参加

菜種油提供

市民団体
・菜の花プロジェクトの運営
かわさきかえるプロジェクト

市民
・農の大切さを
知る
・環境への意識

農家
・農の大切さをPR
・農の景観や環境
の維持

学生
・アイデア作りと取り組み
例）スイーツづくり
４１PRODUCTS
サラダボウル

<検討体制と概要> <協働イメージ図>



３

８）(仮称)地域コミュニティ農園の検討
ワークショップ テーマ１まとめ
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活動報告【(３)地域・大学の協働】(区全体での取組み)

(別紙参照)



活動報告【(３)地域・大学の協働】３

８）(仮称)地域コミュニティ農園の検討
ワークショップ テーマ2 まとめ
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(別紙参照)



３
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活動内容 参加者意見 課題

菜の花プ
ロジェクト

良い点
○幅広い年齢層の様々な人と交流
○地産地消について考えるきっかけ
○資源循環の動きが見える化できた

改善点
○レシピ用試作会の回数を増やしたい
○菜の花栽培・作業場所を確保してほしい
○活動全体の発信力が弱い

○旬の野菜にこだわり、レシピのレパートリーが狭
まった

あったらいいな
○スイーツに限らず地場野菜について考えたい
○播種から搾油までの作業のマニュアル

○農地保全のための生産者・行政・市民とのネッ
トワークが出来ると良い
○色々な人に食べてもらえる機会

○菜花圃場と作業場の確保
○収穫量の拡大

○活動内容の発信強化とター
ゲットとする対象者の選定

○作業内容の見える化

スイーツ
レシピづく
り

○地場野菜の認知促進
○菜種油を活用した商品開発

○活動内容の発信強化とター
ゲットとする対象者の選定

活動報告【(３)地域・大学の協働】(区全体での取組み)



４
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３）農業体験

目的：農業体験・食農体験することにより、麻生区の農業資源

について学んでもらうことを目的とする。

内容：先端農業技術の施設見学、野菜の苗の植えつけ体験、収

穫体験、調理・食事体験などを行う。お昼はみんなで調

理したものを頂く。明治大学黒川農場の先生や学生の方

に教えていただきながら、親子で楽しくチャレンジする

プログラム。

①明治大学黒川農場での農業体験・食農体験イベント

の試行実施

開催時期：10月4日(土) 9:30～15:00（予定）
開催場所：明治大学黒川農場
対象者 ：麻生区在住・在学の小３～６年生と保護者
定員 ：60名

H26今後の活動予定【(１)農と里山の体感】

②[参考]麻生区ふれあい公園「野菜の直売会等」

目的：搾乳・動物ふれあい体験することにより、麻生区の公園

資源について学んでもらうことを目的とする。

内容：王禅寺ふるさと公園において、牛の搾乳体験、ポニーへ

の乗馬、起震車による地震体験、工作・クイズ等の児童

体験、ＪＡ直売会を通じて、地域内における公園資源を

再発見してもらい、活用促進につなげるプログラム

開催時期：10月4日(土) 10:00～16:00
開催場所：王禅寺ふるさと公園


